
平成２０年度 学校目標

取 組 の 内 容学 校 目 標

具 体 的 な 手 立 て 評 価 の 観 点

授業力の充実と体系

的な学習指導により、確

かな学力の向上を図る。

１ 小集団・習熟度別授業を効果的に行い、よりきめ細かな指導をする。

２ 「生徒による授業評価」の結果をふまえ、授業改善を一層進める。

３ 研究授業や研修会の内容に工夫・改善を加え、一層充実したものにする。

４ 実効性のあるシラバスや的確な観点別評価の活用により、授業力の向上を図る。

○学力の向上を目指した、よりきめ細かな指導ができたか。

○「生徒による授業評価」の実施方法は適切か。授業評価の結果をもとに授業改善

がなされたか。

○研究授業や研修会の内容が工夫・改善され、一層充実したものになったか。

○シラバスや観点別評価を活用し、授業力が向上したか。

キャリア教育プログラム

の実践を通して、夢の実

現率１００％を目指す。

１ 「キャリア教育実践プログラム」に基づき、計画的にキャリア教育を推進する。

２ キャリアデザインセンターの充実により生徒の有効利用を図る。

３ 実力テスト等のデータを活用し、生徒の進路実現を支援する。

４ 生徒の学力到達度や意欲に合わせた学習機会を提供する。

５ 進路実現のためのより効果的なカリキュラムを追求する。

○「キャリア教育実践プログラム」に基づき、計画的にキャリア教育を推進できたか。

○キャリアデザインセンターが更に利用しやすくなったか。

○データを活用し、生徒の進路実現を支援できたか。

○生徒の学力到達度や意欲に合わせた学習機会を提供できたか。

○進路実現のためのより効果的なカリキュラムを追求できたか。

人としての「あり方」や

「生き方」の哲学を通し

て、幅広い人格形成を

図る。

１ 生徒会活動や部活動の活性化を図る。

２ 「かまくら学」や国際交流活動への取り組みを通して、ローカルな視点を基盤とし、さらに世界へ

と広がる視野と豊かな表現力を持つ人材の育成に努める。

３ マナーやモラルの徹底を図り、規範意識の育成に努める。

４ 安全教育や環境教育・校内美化活動の充実を図る。

○生徒会活動や部活動が活性化されたか。

○「かまくら学」や国際交流活動への取り組みが視野拡大育成につながったか。

○マナーやモラルが向上し、規範意識が育成されたか。

○安全教育や環境教育・美化活動が充実したか。

地域に根ざした特色あ

る学校づくりを推進する。

１ ホームページや学校見学会、学校説明会を通して本校の教育活動を広く知らせるとともに、地

域につながる有益な教育情報を提供する。

２ より良い独自の入学者選抜を実施し、信頼され特色ある学校づくりを推進する。

３ 「かまくら学」の取り組み等、地域に対する発信を積極的に行い、地域活性化の核としての役割

を果たす。

４ 図書館や体育施設の開放、公開講座に加え一層の地域貢献に努める。

５ 鎌倉市内の県立高校四校連携教育活動を通して、学校の枠を超えた継続的な教育活動を展

開する。

６ ８０周年の記念事業を成功させ、地域に対する役割を再認識する機会とする。

○教育情報を提供する仕組みを改善できたか。

○より良い入学者選抜が実施でき、信頼され特色ある学校づくりにつながったか。

○「かまくら学」の取り組み等が地域活性化につながったか。

○図書館や体育施設の開放、公開講座に加え一層の地域貢献ができたか。

○連携する他の三校とともに充実した教育活動を展開できたか。

○記念事業が成功したか。

教育目標・教育方針・中長期的な方針など

(本校の教育目標) 本校の教育目標は、日本国憲法、教育基本法の精神に基づき、社会の形成者として有為な人材を養成することにあり、以下の三項目はこの趣旨にそって設定されたものである。

１ 実践性 意志強固で実力に富む、実践の精神を養う。 ２ 自主性 自己の行動に責任を持つ、自主自律の精神を養う。 ３ 協調性 相互の人格を尊重し、協調の精神を養う。


